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論 文
内
容要
旨
 学童の胸部レソトゲγ集団検査で発見する異常陰影の中黒肺炎の占る役割は大きい。レ集団検査
 で発見し定症状の軽い或はこれを欠ぐ学童の異型肺炎の対の亘且清についてアデノウイノしスの補体結
 合反応を行い,アデノウイノLスの病原的役割を究明しようとした。他方アデ!ウイノ1スの補体結合
 抗原に関しては群共通の可溶性抗原の存在が強調され,成型のアデ!ウイノLスの感染は他の型のア
 デノウイノ1スに対しても通例抗体価が上昇すると考えられていろ。他方型ぎめに用いうるような特
 異性の高い免疫血清を得た報告もあり,叉最近型特異補体結合抗原が分離され穐入の血清で抗原
 アデノウイノLスの型のちがレ{による補体結合抗体価(以下補給抗体価)の異同の実状を明らかにし
 た報告は少い。著者は上述の検査に沿いて分離株及び標準株のいぐつかの型のアデノウイノ1スを抗
 原として用い,又各年令層庇)血清・についても検討し吃結果,抗原アデノウイノし・スの型の闇に誇ける補
 結抗体価の異同の現状を明かにしえた。以上の成績をここに報告した。
 検査対象は毎年5,6月仙台市学童生徒約7万名のレ集団検査で発見した異型肺炎及び対照であ
 る。昭和55～58年アデ.ノウイノ1スを分離した50名,及び分離し左かつた異型肺炎56,57
 58年1夫々88,86,104'名,対照57年41,'58年55名,総計584名である。レ検査
 で陰影発見2～5日後呼出し第1回血清,2～5週後第2回血清を採取,時に2～4ヵ月後第5回
 血清を取採,対の血清について同時に補体結合反応を行った。年齢差をみるためろ7年12月～
 58年1月採血した各年齢層,中学生以下52名,20オ以上66名,計118名の血清について
 も検査した。分離者では8儂から其他はすべて4倍血清稀釈から検査し定。抗原はアデノウイノt・ス
 分離者には夫々の分離株を用いた。其他は56,57年は分離株の1,2,5,6,7型を用い,
 58年及びろア～58年冬の血清には標準株の1～9,11・15型の一部又は
 全部を抗原として同時に用いた。抗原磯慶は各種抗体価の人1虹清とBoxをぐんで各抗体価の血清
 に共通して陽性を示す濃度のあることを確かめ,その濃度を用いた。アデノウイルス液はダイフ・
 ン処理・56。C5D分加熱によって抗原i性iを変化しないことを確かめた。・分離者以外は56血G50
 分加熱処理した抗原を使用し定。術式はq根生dreロsHospitalof職ladelp上亘aウイルス
 診断研究所の方法{て従って行い,血清0.1",抗原Oj認とし,2軍位補体0.2磁を加えた。
 アデハケイノLスは35～58年異型肺炎585名中24名65%に,対照群155名中6名5.9
 %に分離され,糞便からの分離が多い。ろ。名の分離者にその分離株との間でBoxをぐんで補体
 結合反応を行った。抗体価4倍以上の有意上昇例ぱなかった。その抗体価も分離しない群に比べ特
 に大きいとはいえなかった。アデノウイノLスを分離しなかった輿型肺炎群,対照群では使用抗原の
 型により抗体価に有意の差のあろ血清があった。2回目血清の疑も高い抗体価の分布をみると,ア
 デノウイノエスの分離の多かった56,ろ7年異型肺炎の血清では46倍に山があめ,分離の少い
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 58年と対象群とではB倍に山があった。抗原の一つ以上の型に有意上昇は異型肺炎501名中5
 名1.7嘱にすぎず低率であった。対照群82名中πは有意上昇例17tなかった。異型肺炎にむけるア
 デノウイルスの分離率は6,5%であるが,補給抗体価上昇を重視すれぱ異型肺炎に沿けるアデノウ
 イノしスの病原的役割は極めて低率である。5名の中検査した総ての抗原の型に有意上昇を示したも
 のは4名にすぎず,抗原の型によb上昇を示す場合と示さぬ場合とがあることを知った。従ってア
 デノゥィノLスの慈染を知るtめの補体結合抗原は分離株叉は流行株或はいぐつかの型を用いるのが
 よいと考えられる。
 抗原の型の間で補給抗体価に有意差を示した血清と示さない血清とについて分離株及ぴ標準株の・
 1,275,6,7型を用いて2つの型づつ1D組の組合せについてBOx七itra恒onを行った。
 2っの型の抗原の間で補給抗体価の同一の血清と有意蓬を示すゴ且清とがあおことを確認した。この
 際この差帝は株の間の差でなぐ,型の相異によるものであることをあわせて明らかにし得た。
 次に第2回π鯖について,2っの型の抗原の間で一方叉は双方が8倍以上の抗体価を示した血清..
 の中有意差を示しt血清の割合を蓬異率として,抗原各型の間の差異率を比較した。56,57年,
 血清で4,2,5,6型の闇の差異率は10吻台を示し馬この群と分離株7型との組合せでは
 25.6～52.8%と更に大きい差異率.を示し,殆どすべての血清で7型抗体価は小さかっだ058
 年45名に1～7型,20名1て魂～8,15型,76名1て1～9,11',15型を同時に抗1原とし
 て使用し,各型2っづっの組合せ55組について差異率を比較した。5,4,7,8,9型の10
 の組合せは最も低ぐ,0～94吸であっ馬その中8型との組合せは'3ヤ91%でや＼高く,8型
 は1ヌi別出来る成績であった。1・2,5,6,1コ,15・型の間の組合せは1臼%内外でナ相亙に
 抗体価に大小があ?た。1,2,5,6,11,15型の群と5,4,7,8,9型の群との組合
 せ'ではその差異率は最も大きぐ,125～58%で,殆んど総ての血清が1伊2,5,6,11,
 15型の方が大きい抗体価を示した。56,57,58年の群と御の中学生以下と'の4群について
 補給抗体価分布曲線を比較した。8倍に山のあろ曲線を示す1,2,5,6,11,15型の群と
 4倍以下が最も高く逐次下1斧する曲線を示すろ,4,7∋8,9型の曲線とに大別出来た。則ちア'
 デノウィルスは他の根拠からわけられていると同様に,小児における補体結合反応の成績からも4
 2,5,6型,5,4,7型,8型の5群に大別出来た。9型嫉5,4,7型の群に,11,15
 型は1,2,5,6型の群に夫々類似していた。
 57～58年冬の血清で,1～9,11,15型のいずれかの型の間で補給抗体価に有意電を示
 す[血清の割合は中学生以下の小児は60～70%台で成人の50%台に比べ多かった。成人の補結
 抗体価分布曲線は1,6,U型が4叉は8倍1⊂山のある曲線を示した以外は小児での5型の群と
 同様の曲線を示し穐即ち各型アデノウイノ!スに対する補結抗体の態度は年齢によわ異ることを明
 か1てした。
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 顧奮繭求の要旨
 著者は胸部レントゲン集団検査で発見した学童生徒の異型肺炎泥おけるアデノウイルスの病原的
 意義を補体結合反応から明らかにし.,抗原アデノウイルスの型1てよる補結抗体価の異同を究明し,
 その成績を報告した。
 学童生徒のレ集団検査で発見した異型肺炎及び対照について,アデノウイルスを分離したろ0名
 と分離しなかったろ54名との対の血清にアデノウイルスの補体結合反応を行った。分離者では各
 分離ウイルスを掬票としてBOXを組んだが補給抗偉価4倍以上の有意上昇例はみられず,ウイルス分
 離時とその後の血清との間で補給抗体価の上昇のみられないことがあることを明らかκした。分離
 しない群では分離株又は標準株の1～9,11,15型の一部叉は全部を抗原とした。結局異型肺、
 炎5G窪名中抗原の一つ厚,上の型に有意上昇は5名1,7%で,対報82名中O%よりは多いが,低率で
 あって,自覚症状を欠くか軽微な症状のみでレ集団検査で初めて発見される小児の異型肺炎におい
 ては補体結合反応からみるとアデノウイルスの病原的意義は少いことを男らか派した。
 上昇5老中すべての型に上昇は」名のみで抗原各型アデノウイルス問の補結抗体価の差異が問題
 となる。2っの型の組合せの10組の抗原だついてB硫恒七r錨工Onを行い2つの型の間で締
 結抗体価の同一の血清と異る血清とが各組合せで存在することを明確にした。
 更正以上の成績及ぴ各年令贋118名の単独血清で標準株アデノウイルス1～9,11,15型
 の一部又は全部を用いた成績から次の如き結果を得た。2っの型の間で補結抗体価の差異を示す割
 合は0母5から58%まて錦給せて種々てありそ・の二けく況を明らかしてした一・児泥おける2つの型のアデノウイル
 スの間で補給抗体価匿差異を示す割合の比較,及び春型の間の補結抗体価の分布曲線の比較とから,
 アデノウイルスは従来他の根拠から分類されていたと同様だ1,2,5,6型13,4,7型18
 型の5群に大別出来ることを指摘した09型は5,4,7,型の群1'【,11,15型は1,2,
 5,6型の群に分類できた。
 更に各年令層の成績と比較し,小児期の血清は成人の血清正比ぺ,抗原各型アデノウイルス上てよ
 る補給抗体価に差異を示す割合が多いこと・及び各型の補結抗体価・分布曲線の異ることを明らかに
 した。
 レ集団検査ではじめて発見する小児の異型肺炎ドζおけるアデノウイルスの病原的・鐘義を究明した
 点,共通抗原の存在が強調され,人血清において必しも明確でなかった各型アデノウイルスの間
 ・ておける補給抗休価の差異を多くの抗原と対象とから明確にした点,その差異の状況が年令的κ異
 ることを明かにした点,小児の成績では別の根拠から分類さナ1ていた.如くアデノウイルスか分類出
 来た点,以上は新しい知見であるということが出来る。
 よって本論文は学位を授与する疋価するものと認める。
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